
●本説明書で便われているマークには以下のような意味があります 

r犀ョ匡I 取扱いを誤った場合に、使用者が中軽傷を負う危険及び物的損害の発生が想定されますc 

みください。 
●扉を「ラ「トのまま移動させます申一一吟 

室内ドア 

室内引戸 

扉を開閉する際は、下記事項を守って操作してください 
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可動 

間仕切り 

クローゼット

ドア 

玄関収納 

造作材 

(OS窓枠） 

造作材 

（定尺材） 

曹 申一一吟 

●30二の角度で扉が一時固定す

るようになっていますので、

この状態で移動させます。 

※角度が30り未満の状態では移動

させないでください。この場合、

動きがギクシャクしたり下部の

ローラーがレールから外れたり

する場合があります 

：●吊車は本体に必ずねじ止めし、ガタツキがないように固定してください。本体が脱落するおそれがあります。 

:．扉と枠の隙間や開閉時の扉と扉の隙間に手や指を入れると、はさまれてケガをするおそれがありますので、開閉時に隙問に手や指を入れないでく

！ださい。 
：●扉へのもたれ掛かりは扉がはずれ、転倒しけがの原因になりますので、もたれ掛からないようにしてください。 

5●扉の把手に重量をかけると壊れたり、落下転倒してけがをするおそれがありますので重量物をぶらさげたり・1引らさがって遊ばないでください 
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皿タッピンねじ中3 5<20 
（枠取付け用） 

夢声γ 

縦枠下部ビース取ィ引ナねじ
（皿タッピンねじ1 
1種中4X20ー 

「一一一一 

団亘ョ西ト巨互二正組立施工説明 

折れ戸① 
商品特長 
商品一覧 

●本製品のねじ締付け時には、クラッチ付きのドライバーを便用してください。締付けトルクが強すぎるとねじが空転したり、ねじの頭がとんだりつぶれる場合があります 

●本製品の組立て施工時1こは、同梱の指定ねじを使用してください他のねじを便用すると、部品部材の脱落や垂下がりゆがみ等の原因となります（本説明書内で「現場手配」と記されている場合は除きます）

●枠を取付ける際、水準器下げ振り等で水平垂直を確認してください。 

●造作材建具枠を取付ける時には必ず接着剤を併用してください。かい木を使用する場合は、かい木の両面に接着剤を塗布してください 

●本製品は上吊り方式のため、梁またはまぐさで重里を受けますので、扉重量に耐える断面の梁またはまぐさをこ使用ください。 

●納品時に各部材部品を検品してください。万一製品に不具合があった場合は、必ず施工前にお買求め店までこ連絡ください。（施工後の色調不理具合・キズ等による交換は出来ません。） 

●運搬加工の際は、傷付けないよ引こ丁寧に取扱ってください。また水直射日光の当たる場所に、開梱状態で置かないでください。反りねじれの原因になります。 

●造作材建具枠の下地材は、必ず乾燥材（含水率20％以下）を使用してください。湿潤材は使用しないでください。壁内の通気が悪く、内部結露が発生するおそれがある場合は、防水処理をしてから施工してください。 

●造作材建具枠と柱間柱まぐさとの間には必す隙間をつくり、かい木を入れてください。かい木は合板等の乾燥材を使用し、湿潤材は使用しないでください。造作材建具枠をコンクリートやモルタル（床面）に直付けしないで

ください。やむを得ず直付けする場合は、造作材建具枠木口と床面の間に必す防水処理をしてください。 

●枠の組立て後、ねじれ引張りなど無理な力を加えないでください。破損するおそれがあります： 

●ミラータイプの本体は、1つの枠の中に1枚のみとしてくださいn 

■部材の明細 
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■本体用部品 
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上枠躯体散付け用 
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（頭部シート色塗装）
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■下枠用部品 
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■枠用部品 

DNビス 
（皿木ねじ） 
中3 8x65 
（上枠蹴枠割 

山 商品の色は、印刷の特性上、実物とは多少異なる場合がございますのでご了承くださいD 

掲載価格には、消費税、ガラス代（ガラス組込商品を除く）、組立代、取付費、運賃等は含まれておりませんD 
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にする時の寸法値です。現場の納まりにより変更 
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床5) 薄下枠 

クローゼット
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玄関収納 

可動 
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>7碑 

1園弾叩 

開口寸法A 

開口寸法B 

製品寸IW目 0mm 

製品て1三5+5mm 

●開口寸法 

l一 
？加柊 

析れ戸n 

囲 I 

水準誕 

霜4ユ 

薄下枠 下レール 

【薄下枠を使用する場合（床載せ納まり）】

●床村を張ってから枠を取付け 

てくザさい。 

■下枠下地の確認 

●4科オは捨て張り合板のエに施工するか、根太張り工法の場合

は下図のように根太を入れて補強してかう施工してください。

下枠の破損や扉開閉不具合の原因となります。 

【埋込下枠を使用（枠後付け）する場合】

■床張り位置（床の張込み） 

●下図の位置に 25mm（最小開口20mm）あけて 

床vを張ってください。 

1「お願しり 

】●床材は必ず上図の位置に張込んでください床材の開口寸法が大き 

！すぎたり狭すぎると、床の隙間が見えたり埋込下枠が入りにくい原

：因となります。 

ト開口部の水平垂直を王し，く出してくださし 

「尊 m 

l 

【床後張り（枠先付け）の場合】 

●枠取付け後、縦枠薄下才剥こ縦枠－ 

そって床材を張ってください。 

■枠の組立て 
【埋込下枠を使用する場合】 

●縦枠下部（A部詳細図中斜／星器：

を切断してください。 

●縦枠に縦枠下部ビースをねじ

（皿タッビンねじ中 4X20)で固

定します。縦枠に下穴を開ける

時は、この取付説明書に載せて

ある型紙を使用して位置出しを

すると簡単に開けることがで 

きます。 

班枠下部ピー 

A部 

斎説。月 

■埋込下枠の取付け 

0(1 5mm の床材を便用する場合） 

下地調整材を床の開口部に取付

けてください。 

毎工り 

．上砕下枠縦枠を躯体開口部に 

匡」定します。 

■A部詳細図 
菩この寸法は床上面（F.L）から上枠十端までの寸法を、 

2)埋込下枠をねじ〔皿タ、ビ：【お願い】 

ンねじ中 3.5+20)で固定：●埋込下枠を取付

します。この時、埋込下12 ：けるねじは，締め

と縦枠下部ピースをしっか！すぎないように

りとはめ込んでからねじ止！してください。埋

めしてください。埋込下枠：込下枠が変形し、

の浮き上がりや扉開閉不具：扉開閉不具合の

合の原因となります。！原因となります。 

【床材厚さ 15mm] 

※必す薄下枠と下地材に接着剤を付け躯体に固定

してください。 
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【床材厚さ 12mm] 
※必ず薄下枠に接着剤を付け、躯体に固定し

てください。 

●s図のように各部材を組合わせ、同梱の

ねじで固定します。 

商品一覧
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クローゼット

ドア 

玄関収納 

造作材 
(US窓枠） 

造作材 
（定尺材） 

腰壁 

収納 

手すり 

有償部品 

特注対応品 

ガラス寸法 

基本寸法

納まり図 

ケーシンク 王ョ師m 

【薄下枠を使用する場合】 

三縦枠下部（6部Hま切断せずに使用して

ください 

●下図のように各部材を組台わせ、同

梱のねじで固定します。 

ONビス（皿木ねじ〕 
38X65 

国枠の取付け 
．組立てた経を開口部に入れます。縦枠

にケーシングを差込みます。 

1辛の固定位置を確認します。 

※ケーシングの足が短いため後で調整

することができません。このため位

置出Uま確実に行ってください。 

※ケーシングは、位置出しのためですか 

一・目 
町」準 

■薄下枠を使用する場合 

ねじ 
ト色塗装1 

王ョ諏m 

離旨 ンねじ中4 
ソトに同梱 
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i二 
接着胤 

■ケーシング材の取付リ

豪壁材床材を仕上げてカ

シング材を取付けてくだ 

1別梱のグーシング材を環

に合わせて切断します。 

e枠のケーシング溝ヘケーシング

材を差込みます。 

③ケーシング満とケーシング材裏

面に接着剤を塗布しケーシン

グ材を固定します。 

ケーシング材（縦用）j 

埋込下枠 

床り 

開口 SI) 

埋い下砕 

ラ雫n 

二『 

冬埋込下枠の足（斜線部）が

縦枠下部ピースの足 

（斜線部）の間にしっかり

と入るように取付けて

ください。 

揮沃下枠 

三霧戸 
ケン，ング村躍川〕 



組立施工説明 

クローゼット

ドア 

』 

⑤扉を吊込んだ後、

けます。 

シ二；三ノ二，トB: 

ントに「；っか Jj, 

芽差か春いようつめ付き→ 

め、三「さい 

ジョイント上レールを取付 

●あて木をしないで下穴を開けるとシートが

めくれる原因となります。 

一1に弘-1づ1に又ン謝一 

④ガイドローラー先端を指で押さえ、下部レー

ルへ差込みます。 

ニH 

」一 
1鴎溶部叩 

扉本体 

」把手を取付ける側の下： 

」穴を買通（中4,5) して 1 
！ください。 1 

把手同士干渉する 

商品の色は、印刷の特性上、実物とは多少異なる場合がございますのでご了承ください。 

掲載価格には、消費税、ガラス代（ガラス組込商品を除く）、組立代、取付費、運賃等は含まれておりません。 国』 
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■縦枠下部ビース取付け穴加工位置 
【ケーシング付縦枠】 

※下穴の大きさ中25 深さ5mm 

7B 

－月三申： ぐ
1
一
 

玄関収納 

造作材 
(DS窓枠） 

造作材 
（定尺材） 

腰壁

収納

手すり 

規格表 

室内ドア 

室内引戸 

可動 

間仕切り 

クローゼット 
ドア 

う扉上部の切欠き部に、吊車を差込み皿

タッピンねじで固定します。ガイドロー

ラーを扉の加工穴に圧入します。 

※ミラータイプの本体は、1つの枠の中に， 

1枚のみとしてください。 

※ガイドローラーを圧入する際、樹脂部に当

て木を使用してください。 

か扉を吊込む前にジョイント上レルを取りは
ずしますロ 

造作材 

(DS窓枠） 

造作材 

電畿議 

讐 
用語解説1 

些 

③扉を折りたたんで扉上

部の左右の吊車をかみ

合わせます。次に上枠

のレール端から、吊車

を差込みます。 

てください。 

【把手の位置について】 

1)ミラー付扉の場合、ミラー側の

扉には把手が付きません． 

2）扉を複数枚吊込んだ場合扉を

折った状態で向かい合わせにな

る扉割ぞ才に肥手を取付けると、

開閉した時に把手同士が干渉し

ます。製品にキズがつきますの

でできるだけ向かい合わせにな

らないように取付けてくださいロ 

ー扉本体 

ト 

扉本体 
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1「お願しり 

商品特長 
商品一覧 

室内ドア 

室内引戸 

可動 
間仕切り 

●吊車 

博 
扉本体 

．ガイドローラー 

g 
ジョイント 

与談 

玄関収納 

ード，J叫」し甲q入口U刊刊引 

上レールー 

S把手を取付けます。 

2枚の扉の裏面に把手取付け用の下穴か中間位置まであけてあります。 

把手を取付ける側の扉の下穴を買通（中45)してください。 
下穴をあける際には、本体表側にあて木をしバリが出ないようにし 

下レール 

把手は縦向きに付きます。 
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一 左右調整幡＋ 1 0rrm 一 
可動 
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縦枠 

8222 

クローゼット

ドア 
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用語解説
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商品特長 
商品一覧 

※本体の段違い（上下）を調整します。

「段違い（上・下）の調整】 

●扉の取付け後上下の目地が台

っていない場合左右の吊車の

上下調整ボルトを付属のスパナ

で回し調整してください 

1上下調整量士 3mm) 

【チリ（左・右）の調整】 

●扉問のチリが大きい場合、上レ

ルの端部（左石）に付いているチリ

調整金具で調整できます。 

チリ湖1ねじをドライノレで回し、

調整してください。チLi調整ね

じを右に回すと、チLiが小さ＜

なります。 

注〕チリ調整金具は上レールの左 

右に付いています（W07 08は、 

片側のみ）ので、左右均等に調整

してくださいロ 

室内ドア 

室内引戸 

棚
望
 

上レール 

上下調整ボルト 

【フリー→ビボットの変更】 

●扉上部の固定 

①扉本体をピボソトにしたい位置まで移動させます。

②固定したい扉側の上部吊車に付いている吊車固

定ねじを回し、しっかり吊車が固定されるま

でねじを回します。 

③扉を左右にゆすって扉が固定されたかどうかを

確認します。 

縦枠 

0ピボット固定金具可動部を長手方向に

保ったままビボット固定金具を下図

のように向け、U字型の切欠き部分を

ガイドローラーに合わせ、下レールに

のせます。 

下がる 

【ビボット→フリーの変更】 

※吊車の吊車固定ねじを、ねじの回転が重くなる

までゆるめてください。開閉不具合の原因とな 

つますn 

．本体2体固定の場合 

二Hト J 「H目 了コ 

●本体3体固定の場合 

旦肌 
、局面岡 

眠濡嗣風」 

司国 

齢麟 
⑥固定ねじをプラスドライパーで右に回します。ビボット

固定金具が動かないよう固定されたかどうか、確認して

くださいa 

※尚再びピボットからフリーにするときは、固定ねじを

左に回しねじをゆるめてピボット固定金具を回転させな

がら外してください。 
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鰯覇議 

発注書 

上4準チリ調整金具 

ピボット国定金具の取付け向きは下図のように固定ねじが扉の内

側になるよう取付けてください。 

⑤ピボット固定金具の固宗位置は、下図を参照してください。 

プ 響枠 

●扉下部の固定 

※ピボットタイプとして本体を使用する場合は、

本体用部品セットに同梱のピボット固定金具

を用いて本体固定側の下端を固定してください。 

①本体を正しい位置に移動させて本体の垂

直がでているか確認します。 

②ピボット固定金具可動部を下図のように長

手方向に向けます。 

●ピボット固定金具 

造作材 
(DS窓枠） 

造作材 
（定尺材） 




